
詔
和
二
十
四
年
六
月
卿
一
B
還
輸
痴
狸
特
罰
扱
承
認
韓
脚
誌
第
四
五
三
號

剛
和
三
十
五
隼
一
月
二
十
鷺
襲
行
（
毎
月
｝
働
襲
行
）

第四十巻　　第九朋
　　　　　第四百六十七號

　　昭和三十五年一月二十臼螢行

辮
三
法
の
論
理
的
構
造
…
…
…
：
…
…
：
・
…
：
：
田
　
驚

信
樂
の
論
理
…
…
…
…
：
：
…
・
…
…
：
：
…
石

　
一
「
敏
行
信
書
」
の
哲
學
的
考
察
一

三
配
過
程
論
…
…
：
…
…
…
…
・
…
…
…
…
塩

　
一
支
配
の
組
織
化
と
維
螢
ー

マ
イ
ス
タ
ー
．
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
非
キ
リ
ス
ト
敏
的
解
葎
の
可
能
性

　
　
　
　
　
　
　
…
…
…
…
…
…
：
…
・
…
…
…
南

彙
　

報

新
着
外
國
雑
誌
所
載
論
文
一
覧

寛
治

田
慶
和

原
　

勉

原
　
　
實

京都大學文學部内

　京都哲學會



京
都
哲
學
會
規
約

一
、
本
會
は
廣
義
に
お
け
る
哲
學
の
研
究
と
そ
の
普
及
を
間
る

こ
と
を
臼
的
と
す
る

一
、
右
の
目
的
の
た
め
に
左
の
事
業
を
行
う

e
　
毎
月
一
回
會
誌
「
哲
攣
研
究
」
を
襲
行
ず
る

口
　
毎
年
公
開
講
演
會
を
開
く

㈱
　
随
時
研
究
會
を
開
く

一
、
本
會
の
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
に
委
員
若
干
名
を
お
く

委
員
は
窟
都
大
學
文
學
部
哲
學
科
教
宮
及
び
委
員
愈
に
お
い

て
推
薦
し
た
も
の
に
委
囑
す
る

｝
、
本
影
に
賛
助
員
若
干
名
を
お
く
　
賛
助
員
は
會
員
の
中
か

ら
委
員
倉
が
推
薦
す
る

一
、
本
會
は
愈
員
組
織
と
し
會
員
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け
な

い
　
學
校
・
圃
書
館
・
其
他
の
團
罷
は
團
髄
の
名
を
以
て
入

回
す
る
こ
と
が
で
き
る

一
、
魯
員
は
會
費
と
し
て
年
一
、
ニ
ニ
○
圓
（
會
誌
十
二
尉
分

を
含
む
）
を
前
納
す
る

饒
し
　
二
回
又
は
三
圓
に
分
納
す
る
こ
と
も
で
き
る

一
、
倉
員
は
曾
誌
の
配
布
を
受
け
倉
誌
に
豫
告
す
る
諸
種
の
行

事
に
出
席
す
る
こ
と
が
で
き
る

一
、
本
倉
は
事
務
所
を
京
都
大
學
文
學
部
内
に
お
く

一
、
規
約
の
改
正
は
委
員
倉
の
決
定
に
よ
る

京
都
哲
學
會
役
・
員

委
　
二

本武松嬉野西紅土槻田武備園口重膨大臼上井石池有

講騨高唱瀬㌔礪鱗鰯　田賀
P…芳俊∴照島田義簗

治雄海康夫治入夫爾郎二郎郎夫郎一高尚夫高高祐郎
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琶
墨
・
硲
究
　
　
驚
叩
四
蒼
六
十
七
號

　
切
9
9
駿
臨
儀
ρ
O
∴
鼠
O
械
ゆ
ド
O
営
黙
ぴ
O
詳
鰹

　
ご
5
0
触
⑳
O
ン
0
9
…
○
効
彗
9
◎
蝕
0
。
吋
O
O
酔
賦
び
O
算
笹

　
鴨
〇
一
．
O
忌
倉
び
艶
●
”
◎
醜
節
6
0
0
酔
麟
げ
O
溝
価
’

い
圏
Q
o
騰
8
d
扁
）
獅
◎
り
唱
頴
回
い
O
c
っ
O
憎
麟
困
唇
牌
G
Q
噂
驚
。
解

》
く
瞬
鵠
職
∬
閲
昌
一
り
q
ρ

　
℃
O
門
鉱
露
醤
詳
○
げ
・
”
O
郊
一
瓢
剛
O
笥
q
O
酔
く
偽
款
鳳
9

　
匿
瓢
楼
①
び
甥
噸
”
ド
窪
　
一
二
伽
鼠
O
ぴ
Q
剛
O
る
a
　
鳥
の
　
謎
O
窪
O
　
＄
鴇
℃
ω
O
酔
　
莚
　
外
鼠
一
〇
侮
O

　
　
　
　
皆
雛
畠
伽
O
同
ゆ
碕
O
剛
O
鳴
O
の
・

　
冠
9
罎
O
麟
》
凱
．
國
●
“
ピ
即
慶
陣
ゲ
遊
君
○
識
讃
9
9

　
宏
甑
恥
O
誕
O
O
嬬
ρ
鎮
∴
（
騨
○
嘱
陶
嵩
6
ρ
O
O
鐸
胤
智
昌
O
①
O
件
脇
げ
轡

　
ゆ
ざ
掴
鳥
O
γ
竃
●
”
G
ほ
鳥
O
誘
O
⑰
0
酔
賊
O
｝
翼
剛
O
曇
d
⇔
Q
回
O
需
鴨
O
…
富
伽
繍
謬
ρ

轡
に
ω
　
麟
8
d
繰
）
鴎
ω
　
℃
譲
凝
k
O
も
つ
○
舞
舞
圃
O
d
肉
も
。
り

鷺
。
伊
一
〇
い
曽
　

蝋
償
｝
｝
｝
①
御
一
ω
O
聞
8
罠
プ
吋
ρ

　
罷
。
触
嵩
ρ
騰
．
　
鱒
　
◎
β
鋤
貯
O
℃
壇
O
娼
O
も
。
挿
識
O
昌
の
ω
⊆
嬬
一
．
象
プ
ゑ
も
。
ヨ
①
響

　
○
¢
陣
算
◎
娯
》
轡
　
の
　
σ
冨
償
O
紳
ぽ
酔
O
筥
唱
幹

　
び
の
く
Φ
隊
M
℃
噂
　
”
　
い
O
　
勺
ユ
播
鼠
唱
①
鋤
ぴ
も
。
O
回
9

　
裟
瓢
鴇
v
　
”
●
　
韓
　
σ
Φ
一
鋤
く
冨
壇
皿
凶
σ
q
貯
に
切
ρ

　
護
O
ω
謬
鋤
轡
斜
℃
。
”
　
ω
9
0
σ
q
Φ
も
撃
G
陰
ρ
｝
巨
俗
触
○
謎
H
づ
Φ
Φ
け
も
。
鉱
箒
8
菰
。

　
窯
糞
9
ぴ
Φ
慧
い
8
”
　
H
し
①
瓢
ぞ
剛
鎚
Φ
帥
一
）
δ
鎧
。

　
ω
○
¢
臨
鋤
ρ
憐
∴
　
＜
貯
　
℃
巳
。
ぴ
ユ
婁
山
ぎ
冨
。

騨
一
簑
ー
ー
導
一
．
一
募
一
．
．

　
　
九
二

極
舞
煙
旋
ー
ー
　
」

澗tmmmscmamem藺汐
霞　炎誌

郷
故
ハ
ム
レ
ッ
ト
は
復
讐
…
…
…
…
リ
ヒ
ア
ル
ト
匿
ク
ロ
…
ナ
ー

を
た
め
ら
う
の
か
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
　
正
雄
繹

認
識
概
念
に
關
す
る
或
考
察
…
…
…
…
臨

　
　
　
一
…
ー
ラ
ス
ク
認
識
論
の
二
麟
蹴
一
…
－

獅
逡
浪
漫
主
義
の
生
活
原
理
（
下
）
…
…
吉

　
　
　
一
脚
禦
教
性
と
噸
避
黛
腰
瞥
i

書
評

綺
　
得
　
漢

隣
　
忠
　
勝

佐
々
宗
環
鷹
者
三
三
三
菱
思
想
研
窪
－
・
…
…
徽
轟
騒
正
当

鞭
蕾
外
三
二
撫
難
瞭
解
裁
論
…
文
一
覧

些
蓬
婆
一
鑓
一
薩
農
一
』
．
一
夕
ー
ー
四
一

／ww
讐

調
鷺
雄
．
一
浄
霞
．
彫
奪
鼻
蔭
ド
肇
篭
窪
ー
ー
黙
臨
瑳
糞
隆
壊

　糊　　ua1

號論：丈i灘轡

N，

ー
ー
…
帆
ー
ー

イ
ン
ド
論
理
學
の
基
本
的
性
絡
…
…
…
梶
　
由
　
雄
　
一

知
る
．
こ
と
と
認
め
る
こ
と
（
讐
」
鶴
フ
）
・
：
…
森
口
美
都
男

必
然
と
い
う
こ
と
…
…
…
…
：
：
：
：
・
一
種

　
　
　
ー
ラ
マ
イ
オ
ス
解
羅
の
一
既
薦
1

山
　
恭
　
子



　
　
　
　
會
　
　
　
画

一、

{
會
は
愈
員
組
織
と
し
曹
員
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け
ま

せ
ん
、
入
會
希
望
の
方
は
蒙
都
市
左
京
薩
吉
田
京
都
大
學
文

學
部
内
京
都
哲
學
禽
（
振
替
ロ
座
京
都
照
〇
三
九
番
　
京
都

忌
門
會
）
宛
に
規
定
の
愈
費
（
年
一
、
二
一
…
○
圓
又
は
牛
年

六
一
〇
圓
）
を
お
擁
込
下
さ
い

又
會
員
へ
の
三
三
送
付
、
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
購
入
、
及
び
嚢

欝
に
暮
す
る
一
切
は
東
京
都
千
コ
口
歴
代
富
町
二
　
創
文
勧

　
（
振
替
口
座
東
京
九
二
圏
七
二
番
寛
文
醗
）
宛
に
願
い
ま
す

｝、

�
?
切
れ
の
場
合
は
封
筒
に
「
蔚
金
切
」
の
印
を
捺
し
ま

す
か
ら
葭
ち
に
東
都
哲
寮
愈
宛
御
梯
込
下
さ
い
、
　
（
一
年
分

又
は
牟
年
分
）
會
費
は
原
則
と
し
て
本
誌
十
二
冊
（
又
は
六

冊
）
の
送
附
濟
を
以
て
前
金
切
れ
と
し
、
會
費
の
攣
更
其
他

の
事
情
に
よ
る
過
不
足
は
一
年
（
又
は
孚
奪
）
毎
に
精
算
し

ま
す

「
、
會
員
の
韓
居
入
退
會
の
事
務
及
び
編
集
事
務
の
「
切
は
京

都
哲
學
會
宛
に
御
通
知
下
さ
い

一
、
本
誌
の
編
集
に
蘭
す
る
通
信
・
新
刊
書
。
寄
賂
雑
誌
等
は

本
望
宛
に
お
送
り
下
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
哲
學
會

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
市
左
京
臨
吉
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
大
學
文
學
部
内

昭
和
三
十
五
年
一
月
十
五
霞
印
刷

昭
和
三
十
五
年
一
月
一
　
十
日
襲
行

蛮
行
所

編
集
人

襲
行
人

印
刷
人

印
尉
湧

檬
式

夢
殿

註
　
文
　
規
　
定

東堀堀東久土野京京

編内魏翫都
1構文1飼養哲

1　驚1學
六所郎二男夫　　　　　　内會

創
　
　
文
　
　
杜

東
京
都
千
代
顧
厩
代
官
町
二

擬
替
口
座
　
東
京
　
九
二
照
七
二
番

電
謡
　
丸
ノ
内
　
⑳
　
四
〇
〇
八
番

一
、
會
員
以
外
の
購
讃
者
の
御
註
文
及
び
贋
告
掲
載
に
圏
す
る

件
は
「
創
文
社
」
へ
御
申
込
下
さ
い

一
、
本
誌
の
御
註
文
は
す
べ
て
代
金
送
料
共
（
一
部
、
定
贋
一

二
〇
圓
、
送
料
・
八
圓
）
薗
金
に
て
お
送
り
下
さ
い



珊
璽
再
一
幅
語
翻
（
毎
月
｝
回
襲
行
）
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